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Śvetāśvatara-Upanis
̇
ad の言語について

後藤 敏文

以前 Mette 教授記念論集に Zur Sprache der Śvetāśvatara-Upanis
̇
ad と

題してドイツ語で発表した論文（T. GOTŌ 2000）を基に，本邦各方面の研究
者の利用を期待して，邦語版を著す。ここに扱われる言語事実の検証には
仏典の言語研究に共通する事項が多々あり，活用を期待している。
Śvetāśvatara-Upanis

̇
ad [ŚvetUp] については，Th. OBERLIESが 1990 年代

に一連の論文を発表し，便宜が与えられている（Th. OBERLIES 1988-1998）｡1

1．8 音節から成る brahmavādino vadanti の導入文の後，第 1 詩節はウパ
ニシャッドの主題を，神学論争（brahmódya-，ことばによる決闘）における
問いの形で提示する：

I 1 kim
̇

kāran
̇
am
̇

brahma. kutah
̇

sma jātā. | jīvāma kena. kva ca sam
̇
pra-

tis
̇
t
̇
hāh

̇
. |

adhis
̇
t
̇
hitāh

̇
kena sukhetares

̇
u | vartāmahe. brahmavido vyavasthām ||

原因2 としての brahman
̇
- (と）は何か。何から，我々は生まれて［こ
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1 OBERLIESは，異読，修正，解釈，二次文献とともに詳細に論じている。Śve-
tUp のテキストを論じたものには，TSUCHIDA 1985 がある。

2 ī ah
̇
kāran

̇
am については，HOPKINS JAOS 22, 1901, 382 参照，例えば MBhār cr.

ed. XIII 14, 100 ī ah
̇

kāran
̇
akāran

̇
am。kāran

̇
a- の語にはシヴァ教における 5 原理

（pañcārtha-）の一つとしてのそれを理解すべきであろう，cf. BHANDARKAR 1913: §92。
問 対 答 VI 9c sa kāran

̇
am「彼が原因である」に見ることができる。

（名詞構文およびそのような論理構造を前提とする文要素においては，例えば，VI
13cd eko … yo …, tat kāran

̇
am … jñātvā「…である唯一の者，彼が原因であると理

解した後」に見られるように，代名詞の主語が述語名詞の性数に合う「一致」
（agreement, Kongruenz）の現象が現れるが，sa kāran

̇
am にはそれが見られないこ



こに］あるのか。
何を糧に我々は生きているのか。そして，どこに［我々は］そろって
確固たる基盤をおいているのか。
何（誰）に監督されて，［我々は］安楽な，またはそれとは別の3 状況
に
あるのか。brahman

̇
- を知っている者たちよ，具体的事情を［語れ］。

smaは動詞 as の 1st pl. ind. として，tris
̇
t
̇
ubh 詩行の cadence において

smah
̇
の代わりに用いられたものと判断される。この現象は，1st du. sva

(svas に代わって）とともに Epic Sanskrit [Ep.] に多く見られる｡4

jīvāmaも同様に，第 2 語尾を示す。韻律上の要請から，（多用される
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とに注意）。kim
̇

kāran
̇
am の「何の原因で，何のために」という用法（PW s. v.

kāran
̇
a- 234 中央）はここには合わないであろう。

3 ítara- は anyá-「ほかの」，pára-「（さらに）別の」と異なり，対置される二つ
の事物，事項の「他方」を意味する。ここでは，sukhetara- は，韻律の制約により
sukhaduh

̇
khes

̇
u「楽（幸をもたらす）と苦（苦しみをもたらす）」の諸状況の意味

で用いられたものであろう。次節 sukhaduh
̇
khahetoh

̇
「楽と苦の原因により」参照。

「幸以外の」という解釈も可能。OBERLIES WZKS 39, 1995, 78 は，Cl., Ep. における
̊itara- の複合語（特に，CAPPELLER ad Kirātārjunīya I 14）を参照し（n. 59），“in
Glück und [allen] davon verschiedenen [Zuständen]” (幸運とそれとは別の［全て
の］［諸状態］）と訳す。

4 参照：GOTŌMat., 1990, 1005，および，注 105 (：MBhār I 215, 19 tat kartārau sva
「それを，我々二人はすることになろう」），注 106 (sma MBhār III 67, 7, III 133, 7,
VIII 49, 116, I 71* 第 1 行，III App. No. 6 第 117 行，XIII 8* 第 8 行)；およびその補
遺：Mat., 1997, 1046 (：MBhār I 16, 28, III 279, 9 [Sāvitrī III 9］，および，ŚvetUp 当
該 箇 所)；HOLTZMANN 1884, 18f., 22 (ad WHITNEY §548, §636); RENOU Gramm.
sansc., 21961, 401f. (Lit. あり)；VAN DAALEN Vālmīki’s Skt., 1980, 81f.; SEN JOIB 1,
1951-1952, 126; SIL IL 19, 1958, 53; BROCKINGTON JOIB 19, 1969, 6。さらに，2 次語尾由
来の as の MIA 1st pl. 形，Pāli asmā̆, amhā̆ (例外的に asmase, amhāse も。GEIGER
§141.1); Māgadhī sma, Māhārās

̇
t
̇
rī, Śaurasenī mha (Ardhamāgadhī mo, mu,

Māhārās
̇
t
̇
rī mho, Jaina-Māhārās

̇
t
̇
rī mo と並んで，cf. PISCHEL §498); 一般に，MIA の

1st pl. 語形，Pāli ̊(ā)ma, BHS ̊(ā)ma/̊(ā)mah
̇
, (Pkt. ̊(ā)mo）参照。



に至っていた）1st pl. 形 sma に倣って用いられたものであろう｡5

sam
̇
pratis

̇
t
̇
hāh
̇

6 を OBERLIESは sam
̇
pratis

̇
t
̇
hā- の pl. 形ととる：“und wo

sind unsere Grundlagen [＝Wurzeln]” (「そして，どこに我々の基礎があるの

か」）。しかし，複数の基礎が考えられているのではなく，皆に共通の唯一
の根拠が求められているのである｡7 形容詞 pratis

̇
t
̇
há-「しっかりと基礎，

根拠に立っている」（Br.＋）を考えるべきであろう，例えば，BĀU-M VI
2, 14 (-K VI 1, 14) yád va ahám

̇
pratis

̇
t
̇
hasmi tvám

̇
tát pratis

̇
t
̇
hò ’si「私が根拠

であるから，君は，それ故に，根拠をもっている」。sam
̇
-prati-s

̇
t
̇
ha- は他

に確認されないかもしれないが,8 sám は何時でも「完全に」または「一
緒に，共通に」の意味で語の意味を強めたり変化させることができる：

「そして，どこに［我々は］完全に（または：そろって）確固たる基盤をお
いているのか」。

vyavasthām (acc.) には解釈の余地がある。様々な見解については，
OBERLIES ad loc. (WZKS 39，78f. と注）参照。brahmódya-「ブラフマンにつ
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5 R
̊
gveda [RV] の場合には，injunctive がこのような一般記述に用いられ得るが

（HOFFMANN Inj., 1967, 119ff.），そもそも inj. を作らない as には該当しない，cf. GOTŌ
Coloq. Delbr., 1997, 189 n. 94。衽衲MBhār には，第 2 語尾による sma と carāma に
よって，Jagatī の Upajāti タイプにおける第 3 音節の短を確保する例が見られる：
cyutāh

̇
sma rājyād vanavāsam ā ritā | carāma dharmam

̇
niyatās tapasvinah

̇
「王権よ

り外れて，園林住まいに我々は依っている。我々は，苦行者の節制された生活法を
過ごしている」（Sāvitrī 物語 III 9ab＝cr. ed. III 279, 9ab）。

6 Ed. Ānandāśr. Skt. Ser. の注では，2 写本 ̊s
̇
t
̇
hā (dan

̇
d
̇
a を入れる編集以前の続き

書きが反映しているに過ぎないと思われる）。
7 例えば，BĀU IV 1 では，ākā á-「空間」が bráhman

̇
- の唯一の pratis

̇
t
̇
ha-「根

拠を置く場」とされ，複数あるその āyátana-「持ち場」に対置される。
8 sam

̇
-prati-s

̇
t
̇
hā からの動詞形も少ない。PW s. v. は唯一 MBhār の箇所を挙げ，

使役語幹（causative）に，ChU，MBhār，Bhāgavata-Purān
̇
a から各 1 箇所を挙げ

るのみである。同所は “partic. ̊s
̇
t
̇
hita” の項目下に，MBhār 等と並んで，ŚvetUp の

問題となっている箇所を挙げるが，誤解でなければ別の解釈によるものと思われる。
BÖHTLINGK 1891, 91f. は +pra-tis

̇
thāmah

̇
と修正を試みている。



いての討論，論争」という文脈を考慮すれば，上掲の訳が妥当と思われる。
vyavasthā-「個々の様態，具体的状況」は，この文脈では，事実上，解答
の具体的中味（vyākaran

̇
a-9）を謂うことになろう｡10

2． sma と jīvāma に続き，動詞に関する問題を検討する。

2.1. ī ateが ī 「支配する，意のままにできる」の現在語幹 3rd sg. ind. 形
として，3 箇所，都合 5 回用いられている：I 10b; III 1ab, III 2b; V 1d。こ
のような thematic (-a- 語幹）の語形は他に一切見られない。通常の 3rd sg.
形は RV から古典 Skt. に至るまで i e11 または is

̇
t
̇
e12 である。ŚvetUp には

is
̇
t
̇
e は見られず，ī e は現れる。しかし，HAUSCHILD 62f. が確認しているよ

うに，IV 13cd は RV X 121, 3cd (Hiran
̇
yagarbha の歌）と同一であり,13 VI
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9 CARDONA Pān
̇
ini, 21997, 568 参 照。仏 典 に 見 ら れ る vyākaran

̇
a-「授 記」，

avyākr
̊
ta-「無記」をも参照。

10 例えば，Rāmāyan
̇
a II cd. ed. App. I No. 27 第 18 行（Ed. GORRESIO II 116, 36) iti

nāsti vyavasthāsmin | kvedam
̇

sam
̇
tis
̇
t
̇
hate jagat「というわけで，これ（以下の問い）

については，確定（具体的，確実な見解）は無い：『どこに，この世界は終わるの
か』」参照。Inhaltsakkusativ (中味の acc.) による解釈，「我々ブラフマンを知る者
たちは，個々の状況として存在している」は迂遠であろう。

11 i e: RV (多数), Kh, AV, YSm, YSp (次注参照), TĀ III 11, 6m, AB-KB-GopB (＝
TS II 1, 6, 3, VI 5, 7, 2 savita vái prasavan

̇
ām ī e), JB, TB, AĀ, JUB, Patañjali, MBhār,

Cl.。ŚvetUp については，本文下記。
12 is

̇
t
̇
e: RV V 87, 3 (補遺的讃歌), MS IV 8, 1p: 107, 12 (1. sg. i e, 2nd sg. i is

̇
e に後続。

平行箇所 KS XXX 1: 182, 3 は 1st sg., 2nd sg. 形による文をもたず，ī e のみ。MSp で
は，3rd sg. ī e は I 5, 9: 78, 1, I 6, 8: 99, 13. 14, +I 9, 5: 136, 5, III 7, 9: 88, 5 に見られる), ŚB
-ŚBK (多数。i e は無し), ChU, Gautama-DharmaSūtra, Ks

̇
udraSūtra, Br

̊
haddevatā,

Patañjali, Cl.。衽衲 ī ate RV X 43, 3 は 接 続 法（subjunctive, Konjunktiv), cf.
HOFFMANN Inj., 1967, 65。subj. は，さらに，ī ātai (hypercharakterisiert) JB, 1. sg.
ī ai, 2. sg. ī āsai (hypercharakt.) KS-KpSp に見られる。語根 ī の現在形については，
GOTŌ Coloq. Delbr., 1997, 184 参照。

13 Pāda a-b は独立の行。a には（擬）古形 devānā̃m (4 音節 /devānaam/) が現
れる。第 IV 章には，RV などの古いテキストからの引用，模倣がかなり多く見ら
れる（OBERLIES WZKS 32 56f.）。独自の詩節にも（擬）古形が現れる，上記 de-



17c (↗ 2.2.3.)はそれに倣ったものである。どちらの箇所においても，「支
配する」対象は，通常通り，genitive で表されている。ī ate の場合には
acc. が用いられており，このような例は，PW によれば，ŚvetUp の当該
例の他には Īśā-Upanis

̇
ad に対する Śaṅkara 注から一例が知られるのみで

ある。

I 10b ks
̇
arātmānāv ī ate deva ekah

̇
「滅するもの（原材料 prakr

̊
ti）とア

ートマン（purus
̇
a）とを唯一の神は支配する」。

V 1d vidyāvidye ī ate yas tu so ’nyah
̇
「知と知ならざるものとを支配し

ている者，それは，しかし，別の者である」。
III 1ab ya eko jālavān ī ata ī anībhih

̇
| sarvāṁl lokān ī ata ī anībhih

̇
「唯一者として，網を備え，支配力たちによって支配している者，世
界中の者たちを支配力たちによって支配している者｣；衽衲 III 2b ya
imāṁl lokān ī ata ī anībhih

̇
「これら世界中の者たちを支配力たちに

よって支配している者」（↗ 2.2.3.，注 16）。

ī ate は，5 箇所いずれにおいても 4 乃至 5 音節の opening に続く
“break” ‒ ∪ ‒ を形成している。従って，韻律上強いられたその場限りの
語形（Kunstbildung）とも考えられる。また，始めにどこか 1 箇所で用い
られ，それがさらに模倣された可能性もある。しかし，異例の acc. 支配
を考え合わせると，単なる韻律上の制約には帰し難い。名詞 ī á-「支配者，
主」を強く意識して，「支配者，支配する神として何かを支配，指揮，主
宰，差配する」というような特別な意味が込められている可能性があ
る｡14

Śvetāśvatara-Upanis
̇
ad の言語について（後藤) 49

― 328 ―

vānā̃m の他，IV 4d bhuvanāni vi vā || (n. pl.), IV 12c pa yata (おそらく RV の inj. を
まねたもの，↗ 注 32, 5.6.末）。衽衲 OBERLIES ad IV 19 (WZKS 42, 90）は VS (およ
び TĀ）からの引用であることへの言及を欠く；WZKS 32, 57 には正しく指摘され
ている。

14 ŚB の両伝本同様（↗ 注 12），ŚvetUp には 3. sg. に ī e が知られていなかった
とすれば（IV 13, VI 17 のそれは別の言語層に由来する），īs

̇
t
̇
e に代わって，ī ate を



2.2. ŚvetUp には，語根 ī から作られた多くの語形が用いられてお
り,15 その中には，他に用例の知られない語形も含まれる：ī anī- (↗ 2.2.

3.），ī ana- (同), ī ita- (↗ 2.2.1.）。さらに，ī itar- (↗ 2.2.2.) も僅かな用例
を見るに過ぎない。

2.2.1. ī ita-：ŚvetUp VI 2c は ī の verbal adjective が確認される唯一の
箇所である：tene itam karma vivartate ha「彼に支配されて行為は展開す
るのだ」。

2.2.2. ī itar-：VI 9ab na tasya ka cit patir asti loke | na ce itā naiva ca
tasya liṅgam「その者の主人は，世に，誰もいない。そして，支配する者
は無く，その徴表もありはしない」。PW, pw によれば，ī itr

̊
tva- の語が

Jaiminīyanyāyamālāvistara (14 世紀）に対する注釈書に知られている。さ
らに，Patañjali の Mahābhās

̇
ya に，文法学上の語形として，ī itā が ī i-

tum とともに挙げられている。

2.2.3. ī anī-は次の箇所に知られるのみである：16 III 1ab ya eko17 jālavān
ī ata ī anībhih

̇
| sarvāṁl lokān ī ata ī anībhih

̇
「唯一者として，網を備え，
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用いることによって，このウパニシャッドにおいて特別な意味をもつ語根 ī の語
形を保持すべく努めたと考えられるかも知れない。また，ī からの動詞形が，この
時代にはそもそも用いられなくなっていた可能性もある。Pāli 語には，文法学書に
īsati が見られるのみである（CPD s. v.）。

15 無論，神 Śiva の存在を背景とする。それ故，bhavabhūta- VI 5c は「Bhava と
なった，神 Bhava として我々の前に現前している」と解される。OBERLIES ad loc.
(WZKS 42, 113 および n. 231）は PW に従い，“durch den das All geworden ist” (そ
の者によって，宇宙が生じたところの）と解す。Bhava, Śarva としての Rud-
ra-Śiva は，例えば，AVP II 20, 2, AV VI 93, 2 に見られる（cf. PW V 220f.: f）。

16 諸種の出版（および写本，cf. OBERLIES ad loc.）は ī ata ī anībhih
̇
の読みを支持

する。Bibl. Ind. 版は III 1a ī ita ī inībhih
̇
, 1b ī ita ī anībhih

̇
, 2b ī ata ī inībhih

̇
とし，

HAUSCHILDはこれらに基づいて，一貫して ī ata ī inībhih
̇
を採る。

17 ya eko が 2 音節である問題については，↗ 5.1.3.。



支配力たちによって支配している18 者，世界中の者たちを支配力たちに
よって支配している者」，同様に，III 2b ya imāṁl19 lokān ī ata ī anībhih

̇
「これら世界中の者たちを支配力たちによって支配している者」。ī anī- の
語によって，Śiva 神の akti-，あるいは，その前駆をなすものが考えられ
ていると思われる。しかし，語形成は類例のないものである。OBERLIES ad
loc. (WZKS 40, 138 n. 79) は ī ana- の女性形とし，“die durch Herrschen
charakterisierte [Kraft]” (支配権を特色とする［力］）と解す。しかし，ī a-
na- 自体が ŚvetUp VI 17 にのみ知られる語である：(cd) ya ī e asya jagato
nityam eva | nānyo hetur vidyata ī anāya「彼, …この世界を，まさしく常に
支配しているところの。他に，支配へ向けて，原因は見いだされない」（a
↗ 5.4.4.）。この Pāda d は 15d(＝III 8d) na anyah

̇
panthā vidyate ’yanāya

「別の道は，行くために見いだされない」を模したものと推測され，ī a-
na- の語の実在性（Sprachwirklichkeit）は疑わしい。ī anī- は，従って，そ
の場限りの語形（Kunstbildung）と判断される。ī āna-「（何かを）意のまま
にする，支配している」から作られた稀な女性実体詞 ī ānī- (PW によれば，

Mārkan
̇
d
̇
eyapurān

̇
a 中の Śākta テキストである Devīmāhātmya 以降用例あり）か

ら，韻律上の要請により縮められたものかとも思われる｡20
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18 ī ate はここでは絶対用法（absoluter Gebrauch）。
19 ya imām は韻律上 y’ imām, yemām，または ya-imām と 2 音節に読まれる（cf.

5.1.2.衾5.1.3.）。行頭の長（-）が 2 つの短（∪ ∪）で代置される resolution (Auf-
lösung）の想定も可能（EDGERTON JAOS 59, 1939, 170f. および下記注 29 に挙げる文
献参照）。

20 例えば，GEIGER §32. 2, EDGERTON JAOS 66, 1946, 205: §72 参照。 前提
ī ānī- ，Rudrá- に対する Rudrān

̇
ī-，Índra- に対する Indrān

̇
ī-，Várun

̇
a- に対す

る Varun
̇
ān
̇
ī- の意味で，ī á-「支配者」に対して「支配者（Śiva）の妻」の意味で

作 ら れ た と も 考 え ら れ る。ī á- は ŚB, MNārUp, ŚvetUp, Mantra-Brāhman
̇
a

(ī āne a-), Ep., Cl. に在証される。ī a-「権力」AV, YSm, Br. をも参照。さらなる可
能性としては，ī inībhih

̇
からの dissimilation (ī in- とその派生語 ī itā-, ī itva- Ep.,

Cl. [ManSmr
̊
など], Pur. 参照），ī āná- または ī á- との混交（contamination）も考

えられる。衽衲 ŚvetUp に現れる例外的語形としては，さらに，他に見られない
uttaratara- III 10a が挙げられる。比較できる語形成については，AiG II-2 598, 605
参照，例えば，páratara-「より後の」。



2.2.4. ī anī au「支配する者と支配しない者と」I 9a (cadence)21（↗ 5.3.，

訳は 5.4.6.）には，ī - と an-ī - の複合語の可能性が考えられる。しかし，
語幹 ī - は事実上存在しない22 ので，ここでも，ī anībhih

̇
の場合のように，

ī ānī a- (ī a-＋anī a-）から，人工的に作られた語形と考えるべきであろう：
‒ ‒ ‒ ‒ ＞ ‒ ∪ ‒ ‒ (↗ 5.1.1.）。ī nī a- の場合には，特殊な sandhi を想定
しうる：EDGERTON BHS Gramm. 33: §4.21: “final a is lost before initial a
(compounds included), chiefly in verses, m. c., very often” (さらに，§§4.10, 4.11,

4.20), GEIGER §67, §69, H. JACOBI, IF 31, 1913, 213, 217＝Kl. Schr. 91, 95: “ă＋ă
zu ă”。Buddh. Hybr. Skt. の例としては，anantatulya- ＜ ananta-atulya-
Sukhāvatīvyūha, Ed. FUJITA 146, Ed. ASHIKAGA 7, 5, Ed. MÜLLER-NANJŌ 7, 10,
atulyananta- ＜ atulya-ananta- 同 470, 22, 7 乃至 23, 3, casti ＜ ca asti 同 151, 7,
15 乃至 7, 20 が挙げられる。さらに，’stiha ＜ asti iha 同 149, 7, 11 乃至 7, 16
(阪本, 1996, 65），pāli Jātaka の Mātrāchandas による偈から，SAKAMOTO-
GOTO Thèse Paris III, 1982, 32: §1.1. 参照。同様の現象は I 6d の “break” に
も想定することは可能である：jus

̇
t
̇
as tatas tenāmr

̊
tatvam eti (/ten mr

̊
̊/ また

は /ten’ amr
̊
̊/）「すると，彼によって嘉された者として，雁（ひと）は不死

性に行く（至る）」。これによって，break に ‒ ∪ ∪ が得られるが，‒ ‒ ∪ も
あり得ないものか，さらなる検証が必要と思われる。注 29 末をも参照。

2.2.5. 語根 ī から作られた語には，さらに，ī a- I 8b, III 7d.20d, V 3c, VI
6c (bhage a-), VI 7d (bhuvane a-), VI 16c (gun

̇
e a-), VI 17a (ī asam

̇
stha-: 5.4.4.);

an-ī a- I 2d, I 8c, I 9a (↗ 2.2.4.), IV 7c; ī vara- VI 7a, mahe vara- (METTE BEI
15, 1997 [1999], 166f. 参照), IV 10b, VI 7a, ai varya- I 11d; ī āna- III 12d.17c,
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21 Ed. Wâsudew Laxman
̇
Shâstrî PAN

̇
ŚÎKAR, Nirn

̇
aya-Sāgar 41932, ?1983 は ī ānī au。

22 ī - は，他には Īśā-Upanis
̇
ad 冒頭の意義不詳の詩節（＝VS XL 1）に知られる

のみである：ī avāsyàm idám
̇

sárvam「この一切は支配者によって住まわれるべき
である」（？）。もっとも，ī vará-（Kh, AV, YSp, Br.＋）の語は，接尾辞 -van- によ
って拡張された語根名詞 *ī -van- を経て作られた形容詞と見なすことができ（GOTŌ
StII 20＝Fs. Thieme, 1996, 94f. n. 15; 同 Morphology, 2013, 34 参照），ī - の存在を示
唆する可能性がある。



III 15 (＝Purus
̇
asūkta RV X 90, 2) が見られる。

2.3. vedate (V 6) は逸脱形である：

tad vedaguhyopanis
̇
atsu gūdham

̇
| tad brahmā vedate brahmayonim. |

ye pūrvam
̇

devā r
̊
s
̇
aya ca tad vidus | te tanmayā amr

̊
tā vai babhūvuh

̇
. ||

その，ヴェーダの秘密の［教え］であるウパニシャッドたちの中に隠
されているもの，
それを，ブラフマン神はブラフマンの母胎であると知っている（ある

いは：告げる）。
以前，それを知っていた神々とリシたち，
彼らは，それから成り立っている23。［彼らは］不死になったのだ。

b 行を tad brahmā veda te brahmayonim [vidur] と，veda と te とに分
けて読むことも考えられるが，「それをブラフマン神は知っている」は意
味をなさないであろう｡24 vedi/vidi の thematic の形としては，iptv. 2. sg.
veda MBhār cr. ed. III 65, 32 (v. l. vettha, viddhi) が知られる程度である。
Nirn

̇
aya-Sāgar 本（ed. W. L. Shâstrî PAṄŚÎKAR, 31925, 41932, ?1983）は vedayate の

読みをもち，「告げる」を意味するとすれば，内容上よりふさわしい｡25
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23 RAU “die sind seines Wesens”, OBERLIES “die sind seines (＝Śivas/Rudras)
Wesens [geworden]”. tanmaya- は VI 17a にも現れる，↗ 5.4.4. および注 74。

24 ŚvetUp における veda および vedi/vidi の語形については HAUSCHILD 62 参照。
25 vedáya-te は「自らに知らしむ，気づかせる」から，（1）「感知する，感受す

る」BĀU III 2, 9;（2）「認める」PraśUp IV 10. 11, Mun
̇
d
̇
Up I 2, 10, ManSmr

̊
XII 13;

「ひとに自分のことを知らしめる」から，（3）「告知する，教える」BĀU IV 2, 4,
ChU VIII 7, 3, PraśUp V 7, pra- とともに TaittUp I 5，の意味で用いられる。
SAKAMOTO-GOTO Fs. Deleu, 1993, 266 参照。衽衲 Mun

̇
d
̇
Up には，pravedayanti と

vedayante が（2）の意味で，近接した場所に現れる：I 2, 9-10 avidyāyām
̇

bahudhā
vartamānā vayam

̇
kr
̊
tārthā ity abhimanyanti bālāh

̇
| yat karmin

̇
o na pravedayanti

rāgāt | tenāturāh
̇

ks
̇
īn
̇
alokā cyavante || is

̇
t
̇
āpūrtam

̇
manyamānā varis

̇
t
̇
ham

̇
| nānyac

chreyo vedayante pramūd
̇
hāh

̇
| nākasya pr

̊
s
̇
t
̇
he te sukr

̊
te ’nubhūtvā | imam

̇
lokam

̇



従って，vedate が vedayate に由来する可能性が示唆される｡26 Buddh.
Hybr. Skt. には，実際，“vedati ‘experiences, feels’＝vedayati, Pāli vedeti”
(EDGERTON BHS Gramm. 190: §38.28, 230 s. v.) が記録されている。基になった
vedáya-te「気づく，知覚する，感受する」については，注 25，意味（1）
参照。語幹 veda- は，従って，MIA のある段階で，-eti (＜ -ayati) と -ati が
併存する動詞に倣って二次的に作られた（Rückbildung），あるいは，-ayati
＞ -āti ＞ (m. c.) -ati の縮約（contraction）を経てもたらされた（GEIGER §27,

PISCHEL §149 参照）可能性が高い。態（Diathese）については，必ずしも重き
を置く必要は無かろう。逸脱形 bhavate II 14d (2. 6.），Mun

̇
d
̇
Up の

pravedayanti と vedayante の併存（↗ 注 25）を参照。ただし，出発点とな
ったヴェーダ語形が，あくまで Med. vedáya-te であることには注意すべき
かもしれない。

同置を意味する名詞構文（あるいは，論理的にそれを前提とする構文）にお
いて，主語が代名詞の場合には，その性数は述語名詞の性数に一致する現
象 が 見 ら れ る（agreement, Kongruenz）｡27 し か し，tad brahmā vedate
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hīnataram
̇

vā vi anti「知ならざるものの上に多様に転じつつ，愚か者たちは『我々
は目的を達した』と思いなす。もし，行為をなす者たちが，欲情故に，はっきりと
気づかないならば（絶対用法），そのことに苛まれて，［天界の］世界が尽きると，
外れ出る（天界から落ちる）。祭式と布施の効力を最も広範なものと思い，混迷し
た者たちは，より良い他のものに気づかない。善行からなる天穹の背において，

［彼らの祭式と布施の効力に応じたものを］経験した後，この世界に，あるいは，
より劣った［世界］に，入り込む」（参照：WINDISCH B’s Geburt, 1908, 30, Bhaga-
vad-Gītā IX 21.24; 不正規形 act. pravedayanti, abhimanyanti，および，abs. anu-
bhūtvā は SALOMON WZKS 25, 1981, 97f. No. 27, 35 に収録されている）。

26 vedate はあまりにも異例であり，単純にこの lectio difficilior を vedayate に修
正することは躊躇われる。vedayate を受け容れれば，caesura (yati) の無い tri-
s
̇
t
̇
ubh の行が得られる。vedate の場合，“unterzählige Zeile” (1 音節不足の行）の例

外的な形が考えられる。“unterzählig” の行は III 4b＝IV 12b (TSUCHIDA 467 参照), V
3c (同 465), IV 4b に見られる。しかし，barahmā と読む可能性がより高い。
PISCHEL §132, Pāñjābī barahman

̇
「婆羅門」（TURNER No. 9325），さらに，2.5.2., 2.5.

3. に引く Mun
̇
d
̇
Up の例を参照。

27 例えば，SPEIJER Skt. Synt., 1886, 18; DELBRÜCK Ai. Synt., 1888, 90, 565; 同 Vergl.



brahmayonim の場合，tad の性数は yoni- のそれ（I 2b では明瞭に m.）に一
致していない。n. brahman

̇
- の語が文中に直接現れないため，その性を明

示しておく必要があるためかと思われる。

2.4. pūrvam, agre＋現在形
2.4.1. 同じ詩節の V 6c pūrvam

̇ … vidur も注目される。完了形（per-

fect）veda, vidur は現在の意味で用いられるため，「以前，それを知って
いた」と，過去を意味するならば，過去の繰り返しを謂う ind. pres.＋
purā または sma の構文が思い合わされる（prāha Mun

̇
d
̇
Up I 1, 2 について，2.

5.2. 参照）｡28 同じことは VI 18 vidadhāti, prahin
̇
oti＋pūrvam にも該当す

る：

yo vai brahmān
̇
am vidadhāti pūrvam

̇
| yo vai vedām

̇
ca prahin

̇
oti

tasmai |
tam

̇
ha devam ātmabuddhiprakā am

̇
| mumuks

̇
ur vai aran

̇
am aham

̇
29
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Synt. III, 1900, 240; KIEHNLE uks
̇
., 1979, 45f.; さらに，BRERETON IIJ 31, 1988, 8f. n. 10 に

Lit. あり。
28 DELBRÜCK Ai. Synt. 278, HOFFMANN Aufs. II 528f. 参照。pura＋Aor. は確認

（Konstatierung, statement）に用いられる。Ai. Synt. 286 の挙げる例を参照。さら
に，Pān

̇
ini III 2, 122。Aśoka 王碑文においては，purā … ārabhis

̇
u「以前は捕まえ

ていた（屠殺していた）」（Girnār I 9 と平行箇所，BLOCH p. 92）が過去形（Aor.）
を用いて，今日（aja）に対置されている。衽衲 RV I 30, 9 huvé tuvipratím

̇
náram |

yám
̇

te purvam pita huvé は「… 私は，強力に抗う男に呼び懸ける，以前，君の父
が（または：私が君の父として）呼び懸けたところの」にも，purvam による同様
の用法が想定できるが，同所の意味は明瞭でない。II 37, 2 yám u purvam áhve tám |

idám
̇

huve …「私が，また，かつて呼び懸けたところの彼に，今ここに，私は呼び
懸ける」参照。GOTŌ Coloq. Delbr., 1997, 181 n. 58, huvé の語形については，同 I.
Präs., 1987, 348f. 参照（：元来，動作に添えて述べる［Koinzidenzfall］ために用い
られた a-Aor. の inj. であるが，部分的に ind. pres. と再解釈された）。［pura＋ind.
pres. の構文には，「これまで（は）…してきた，して（きて）いる，してきたもの
だ」という意味が強いように思われ，材料を集めてきたが，別の言及の機会に待ち
たい。］



prapadye. ||
ブラフマン神を，かつて，配備した（創った）者，
諸ヴェーダを，そして，彼のために送り遣った者，
アートマンのもっている統覚作用を照らし発動させるその神に，即ち，
解放を求めつつ，避難所として，私は身を投げ出すのだ｡30

これらの場合，ind. pres.＋pūrvam には「繰り返し」という意味要素は
なく，かつての行為を述べるものと考えられる｡31

2.4.2. V 2cd agre … bibhartiにも同様の事情が看守される：r
̊
s
̇
im
̇

prasū-
tam

̇
kapilam

̇
yas tam agre | jñānair bibharti jāyamānam

̇
ca pa yet 32「リシと
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29 韻律上， aran
̇
āham

̇
(* aran

̇
aham

̇
を経て，GEIGER §71.2.a, CPD s. v. aham

̇
参照。

例えば，kathāham
̇

＜ katham
̇

aham
̇
），または，’ham

̇
(EDGERTON BHS Gramm. §20.7:

nach -m
̇
, PISCHEL §417: pkt. ham

̇
/aham

̇
参照）。aham を採用する場合には，

aran
̇
am-å の部分に，caesura の後の resolution (Auflösung) |

∪ ∪ ∪ ∪ ＜ | ‒ ∪ ∪ が
想定される。EDGERTONKuppuswami Comm. Vol., 1936, 40, 同 JAOS 59, 1939, 168f., H.
SMITH Sadd. IV, 1949, 1148: §8, WARDER 1967, 208, 210, 215 参照。ただし，ŚvetUp で
はこの現象は必ずしも自明ではない，注 19, 45 参照。OBERLIESは I 6d jus

̇
t
̇
as tatas

tenāmr
̊
tatvam eti に /tenaamr

̊
tatvam/ を想定し，| ‒ ∪ ∪ ∪ が | ‒ ∪ ‒ の価値で用い

られているとする解釈を提示するが，resolution (Auflösung) は行頭と caesura の
直後にのみ知られる現象である。↗ 2.2.4.末，注 19。

30 tam
̇

devam
̇

aran
̇
am prapadye は，acc.＋ aran

̇
am gam「避難所として誰かのも

とに行く，誰かの庇護に頼る」と，acc.＋pra-pad「誰かの足下に身を投げ出す，誰
か／何かにすがる」（Rāmānuja における prapatti- “surrender to God” BHANDARKAR
1913, 76ff.）の両構文が交叉した結果と思われる。

31 sma＋pres. ind. は，ヴェーダ語より後には，「繰り返し」という意味要素を欠
く場合にも屡々用いられるように思われる。Buddh. Hybr. Skt. viharati sma (2.4.
3.) 参照。sma については，MUMM IJDL 1, 2004, 19-68 参照。

32 III 4c hiran
̇
yagarbham

̇
janayāmāsa pūrvam, IV 12c hiran

̇
yagarbham

̇
pa yata

jāyamānam (↗ 注 13) 参照。衽衲 jāyamāna- によって，誕生までの期間が意図さ
れていれば，この箇所は Jātaka-a I 51，下から 1 行目 bodhisattañ ca antokucchiga-
tam

̇
vippasanne man

̇
iratane āvutapan

̇
d
̇
usuttam

̇
viya passati「そして，お腹の中にい

る Bodhisatta を［Bodhisatta の母は］透き通った宝珠の中に通された白っぽい糸



して生まれた33 カピラ，彼を太初において，諸々の識別力によって養っ
ている／いた，そして，［彼が］生まれてくるところを見ることができた

（見ていたはずの）者」。
bibharti を，ここでは，一応，「扶養する」と訳したが,34 OBERLIES ad

loc. (WZKS 42 95f., 特に n. 123) が解するように，「［お腹の中で］運ぶ，身籠
もっている」の可能性がある｡35 prasūtam は，この場合，結果を謂うもの

（resultative）と解される。過去の事柄を表現する特別な optative は存在し
ないので，pa yet は，過去という枠組が設定されている文脈中で，過去の
願望，可能性（および，それらから展開した用法：規定，推量など）を表現する
通常の表現である；↗ 2.5.1.。

2.4.3. 過去の叙述の枠組みにおけるこの様な ind. pres. の使用は，口語的
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を［見る］ように見る」を想起させる。これについては，JB III 74: 1 man
̇
au man

̇
i-

sūtram
̇

paridr
̊
yeta, JUB I 18(4, 4), 8 man

̇
au man

̇
isūtram

̇
paripa yet 参照。誕生時点

であれば，RV X 95, 7 sám asmiñ jāyamāna āsata gnah
̇
「［Purūravas が］生まれる

とき，［神々の］后たちがそろって座っていた」参照。
33 ｢R

̊
s
̇
i へと，R

̊
s
̇
i の資格を公認された」という意味で，savi/sū「鼓舞する，権限

を与える」に帰することも可能。
34 例えば，bibhr

̊
hí mā「私を養え」ŚB I 8, 1, 2, II 3, 4, 7, bibhr

̊
hy eva no maghavan

JB I 185: 3, さらに，JAMISON Rav. Hyenas, 1991, 124 参照。アーリヤ社会において，
要請が単純な命令形（imperative）で表明されねばならない背景には，一種の勇気
試しの風習が考えられる。さらに，ádhīhi bhos tám agním「学べ，貴殿，その火
を」ŚB X 3, 3, 5, adhīhi bhagavas ChU VII 1, 1 など（GOTŌMat. 1-3, 1002 n. 86); anu
mā ādhi「私に教えよ」JB II 55: 9, ánu mā āsta ŚB I 5, 1, 26 など（GOTŌ StII 20,
1996, 103 n. 56); brūhi「言え」JUB IV 11(4, 23), 6, anubrūhi Gr

̊
Sū. (Baudhāyana-

Gr
̊
hyasūtra II 5, 39 など）。
35 入門式（upanayana, upāyana）に際して，師匠が入門者（ここでは Kapila）を

身籠もり，学生は 3 夜（3 日）の後生まれるとされることは，この文脈に合う。
AV XI 5, 3, ŚB XI 5, 4, 12, Gr

̊
Sū. 参照。衽衲「身籠もっている」については，例えば，

gárbham
̇

mātā … bibharti RV X 27, 16 など, KÜNZLE MSS 45, 1985, 156ff. を参照のこ
と。あるいは，RV X 69, 10 pitéva putrám abibhar upásthe | tvam agne vadhryia váh

̇
saparyán「父が息子をのように，Vadhryaśva は君を，Agni よ，膝の上に保ってい
た，大切にしながら」のような事例が参照できるかも知れない。



語りの実態を反映したものであろう。よく知られている Pāli の Sutta の出
だしが想起される：evam me sutam. ekam

̇
samayam

̇
bhagavā …(地名，例え

ば sāvatthiyam
̇
) viharati「そのように，私は聞いた｡36 ある時，世尊は

（Sāvatthī に）滞在している／いた｣；tena kho pana samayena「その［同じ］
時，他方，…のだ」｡37 ekam

̇
samayam

̇
に指示される過去の事柄が ind.

pres. によって述べられることは，sutam
̇

の後ろに文の切れ目があること
を指示する。Buddh. Hybr. Skt. の対応文では，evam

̇
mayā rutam ekas-

min samaye bhagavān ( rāvastyām
̇
) viharati sma とあり，sma の付加（注 31

参照）は，Pāli に見られるような文を再解釈して，samaye の後ろに文の
切れ目を移したことに起因すると考えれば理解できる｡38

2.5. 過去の事柄に用いられる願望法（optative）

2.5.1. opt. pa yet V 2d (2.4.2.) の解釈について，OBERLIES は F. O.
SCHRADER OLZ 34, 1931, 887＝Kl. Schr. 170 の見解に従い，現在における習
慣的行為を見ているが,39 むしろ，過去の事柄に用いられる optative を
想定すべきである｡40 この用法は，可能性の（potential) opt. を，話者自身
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36 ｢私によって聞かれた」。gen. me は verbal adjective sutam ( rutam) の agent
を示すもので，名詞構文本来の格支配を残したものであろう。古インドアーリヤ語

（ヴェーダ，サンスクリット）では殆どの場合，動詞構文の instrumental によって
置き換えられている。Buddh. Hybr. Skt. mayā rutam。

37 SAKAMOTO-GOTO dr
̊

et pa , 1989, 398 と n. 5 参照。
38 O. V. HINÜBER Kasussynt., 1968, 84-87: §72, BROUGH BSOAS 13, 1950, 416-426(＝

Coll. Pap. 63-73），舟山徹「『如是我聞』か『如是我聞一時』か」，2007 参照。
39 SCHRADER “gewohnheitsmäßige Handlung”, OBERLIES 訳：“der den als R

̊
s
̇
i

geborenen Kapila zu Beginn (jeder Schöpfung) mit Wissen (in sich) trägt und
zuschaut, wie dieser geboren wird”.

40 PISCHEL Grammar §466; HERTELMun
̇
d
̇
aka-Up., 1924, 35f. (：Mun

̇
d
̇
Up I 1, 2 prava-

deta, MaitrīUp V 2, 71 [おそらく，V 2 syāt を意図]); EDGERTON BHS Gramm., 1953,
160f.: §32.85ff.; SALOMON WZKS 25, 1981, 98f. (：Mun

̇
d
̇
Up I 1, 2 pravadeta, I 2, 12

adhigacchet. Lit. あり); SATYA VRAT Rāmāyan
̇
a, 1964, 236 (：hanyāt Rāmāyan

̇
a cr. ed.

I 2, 27);衽衲HOFFMANNAufs. II, 1976, 605-619 (：YAv., OPers. に見られる，過去の繰



が経験できなかった過去の事柄について，推量，婉曲の意味で用い，口語
で遠慮を込めて表明することに起源するとも解釈できる。しかし，出発点
は，単に，古（・中期）インドアーリヤ語が過去の話法（modi: opt., subj. な

ど）を表現する手段を欠いていたことに求めるべきあろう。過去の出来事
について，可能性，推量，願望，意思などを表すための文法カテゴリーを
もたないため，動詞の完了形，時を示す他の手段（2.4.）などによって過
去の事象が明示されている枠組の中で，単純に，現在語幹の optative が
使用されたものと考えられる。

2.5.2. Mun
̇
d
̇
Up 冒頭の opt. pravadetaは同じ問題領域に属する： I 1, 1-

brahmā devānām
̇

prathamah
̇

sam
̇
babhūva | vi vasya kartā bhuvanasya

goptā. |
sa brahmavidyām

̇
sarvavidyāpratis

̇
t
̇
hām | atharvāya jyes

̇
t
̇
haputrāya

prāha. || 1 ||
atharvan

̇
e yām

̇
pravadeta brahmā- | atharvā tām

̇
purovācā- | ā̆ṅgire

b(a)rahmavidyām. | sa 衽衲
bhāradvājāya satyavahāya prāha |

bhāradvājo ’aṅgirase parāvarām. || 2 ||41

aunako ha vai mahā ālo ’ṅgirasam
̇

vidhivad upasannah
̇

papraccha …
Brahman

̇
神が神々の中で最初に発生した，

あらゆるものの作者，事物の護り手として。
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り返しを表す augment 付きの opt. 形。中期イラン諸方言に関する研究文献 605);
SZEMERÉNYI Kratylos 28, 1983, 76 (Lit.), TEDESCO apud COWGILL Fs. Kuiper, 1968, 29 n.
16; インド・イラン語における過去の opt.(±augment) について，さらに，KELLENS
Verbe av., 1984, 309: §4.4., §4.4.1; GHARĪB Fs. Klingenschmitt, 2005; SAKAMOTO-GOTŌ Ét.
Kellens, 2009 (RV IV 18, 6 perf. opt. mamr

̊
dyur, Mv I 108, 6 augm. opt. adhyābhās

̇
e な

どについても); KÜMMEL Perf. 2000, 374 (：mamr
̊
dyur) などを参照。さらに，KONOW

NTS 9, 1938, 231-239 “Future forms denoting past time in Sanskrit and Prakrit”。
41 韻律による分節は試みに過ぎない。次の第 3 節は散文で書かれている。



彼は brahman
̇
に関する知識を全知識の基礎として

最年長の息子 Atharva(n)に公言する／した。||
Atharvan

̇
に Brahman

̇
神が公に議論する／したはずの

brahman
̇
に関する［当の］知識を，Atharvan

̇
は，かつて，

Aṅgira(s) (または：Āṅgira，Aṅgir) に語った。衽衲 [その］彼は，
Bhāradvāja (Bharadvāja の子) Satyavāha に公言する／した，
Bhāradvāja は Aṅgiras に，高次・身近の［知識]42 を。||
大きな［学］舎をもつ Śaunaka は Aṅgiras に，儀規通りに控え侍っ
て，尋ねた。…

語りには，一貫して完了形（perf.）が用いられている：韻文中 sam
̇
-

babhūva, (purā＋) uvāca; 散文中 ha … papraccha。これに prāha と pra-
vadeta とが混じる。perf. prāha は，通常，現在の価値で用いられる（同様

の事情は vidur [↗ 2.4.1.] に見られる）｡43 副文中の pravadeta は過去の出来
事に関わり，かつ，推量の機能が想定される。

2.5.3. opt. adhigacchetが第 2 の Mun
̇
d
̇
Up 成立因縁譚に見られる44：I 2,

12

Śvetāśvatara-Upanis
̇
ad の言語について（後藤)60

― 317 ―

42 つまり，brahmavidyā を全て。あるいは，「遠い［昔］から最近までの（伝え
られてきた）［知識］」とも。-ām に終わる様態の副詞「上から下まで，完全に」ま
たは「順次，伝授して」の可能性もある。

43 RV より後の時代の標準は：「現在」は bravi/brū の pres. 語幹（brávīti, ábravīt,
brūyat, brūhí）または ah の perf. (aha，他に，āhúr, attha, āhatur のみ，cf. Pān

̇
ini

III 4, 84) : : 他の「時制」など（perf., aor., fut., pass., caus., v.adj. nom.deriv., etc.）は
vac/uc から（uvaca, ávocat, vaks

̇
yáti, ucyáte, uktá-, vac-, vāká-, vākyà-, etc.）。AiG II-1

16 (Lit. あり), GIPPERTMSS 44, 1985, 32 参照。KÜMMEL Perf., 2000, 115 は，ah の perf.
形が Veda 文献では常に「現在」の意味で用いられることを確認している（Veda
散文については，既に DELBRÜCK Ai. Synt. 297）。SPEIJER Skt. Synt., 1886, 250 は後の
Skt. 文献について，“the latter [āha] may also be used of the past” と述べる。

44 SALOMON WZKS 25, 1981, 99 No. 37.



parīks
̇
ya lokān karmacitān barāhman

̇
o | nirvedam āyān. nāsty akr

̊
tah
̇

kr
̊
tena. |

tadvijñānārtham
̇

sa gurum45 evābhigacchet | samitpān
̇
ih
̇

rotriyam
̇

brah-
manis

̇
t
̇
ham. ||

世の者たちが行為（業）を貯めているのを見て取って，婆羅門は
無感覚（茫然自失）に至った：「行為によって作られていない者は無い」。
そのことを理解するために，彼はほかならぬ師匠のもとに行く／行っ
たのであろう，
焚き木を手にして，学識ある最上の婆羅門のもとに。

文頭（＝行頭）に置かれた tadvijñānārtham「そのことを理解するため
に」が過去時への制約の役割を果たし，opt. adhigacchet に，過去の出来
事に対する推量の機能が帰せられるかと思われる。

2.6. ŚvetUp II 14 では，bhavate と sudhānta-，および tadvā (↗ 3.) が異
例である：

yathaiva bimbam
̇

mr
̊
dayopaliptam

̇
| tejomayam

̇
bhrājate tat sudhāntam |

tadvātmatattvam
̇

prasamīks
̇
ya dehī | ekah

̇
kr
̊
tārtho bhavate vīta okah

̇
. ||

まさしく，泥で塗り付けられた像が
光熱からなるものとして，それがよく溶かされると，輝くように，
そのように，肉体によって制約された［ātman］は，ātman の実相を
はっきり捉えると，
目的を果たした，唯一者となる，憂いが去って。

OBERLIES WZKS 40, 1996, 134f. が指摘するように，鋳造の過程が考えら
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45 sa gurume̊ の部分に，caesura 直後の resolution (Auflösung: ‒ ↗
∪ ∪) による |

∪ ∪ ∪ ‒ (かつ，Überzählichkeit，つまり，opening 5＋break 3) が想定される。注
28 参照。



れている。sudhānta-46 は Buddh. Hybr. Skt. nirdhānta-「溶かし出された」
のように，Pāli suddhanta- に見られる *su-dhanta- から hypersanskritisa-
tion によってもたらされたと見られる。SAKAMOTO-GOTO MSS 44, 1985,
174-180 参照｡47 bhavate については，T. GOTŌ I. Präs. 229 n. 492。語幹 mr

̊
́d-

(RV＋) の異形 mr
̊
dā- は他には知られていないようである｡48

bimba- の意味確定は難しい｡49 最古の用例は，おそらく，Jaiminīya-
Upanis

̇
ad-Brāhman

̇
a III (1,) 5, 6 yathā bimbena mr

̊
gam ānayet「bimba- (囮

の像）によって，野生動物（レイヨウ）を誘き寄せるように」。Vaikhānasa-
Gr
̊
hyasūtra IV 11: 64, 9.12 では，（Vis

̇
n
̇
u の）「像」の意味で，deva- の語と

並んで用いられている。従って，OBERLIES “(Metall-)Figur” が妥当と思わ
れる。OBERLIES は蠟型による鋳造法を想定しており（“mittels des cire-

perdue-Gußverfahrens gefertigt wurde”），その過程で，土を塗られ，包まれ
た像が，肉体の中にある ātman に比されていると考えられる。

この解釈は更なる分析を導く。ŚvetUp 第 II 章は，諸 Yajurveda-
Saṁhitā が Agnicayana (大規模火壇設置祭）用に収録する冒頭の 5 mantra
をもって始まり，その各 mantra は語根 yuj から作られた語形で始まる。
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46 Edition によっては，注釈に倣って，sudhauta-「よく洗われた」に修正する。
47 Pāli dhanta-, sandhanta-, niddhanta-, Jaina-Pkt. dhanta-, niddhanta- (屡々 dhoya-

[skt. dhautá-］「洗浄された」と並出), Buddh. Hybr. Skt. nirdhānta;衽衲 cf. krámati
: : krántá- ＝ dhámati : : x。suddhanta-は，suggati- が duggati- に，dukha- が sukha-
に合わせて作られたように，平均化された形である。suddha- ( uddhá-) ｢浄らかに
された，純粋な」の影響も考えられる。同論文 176 参照。dhmā (dhami) の古イン
ドアーリヤ語における verb.adj. は dhmātá-（それ自体は二次的）である（同論文
171）。

48 韻律上の要請とともに，prakritism が明らか。例えば，KUIPER IIJ 1, 1957, 155
参照：dí - : : pāli, pkt. disā- (Ep. には di ā- も), vac- : : vācā-, vāā- (vācā- は Cl., Ep. にも）。

49 精錬の過程における「［金属の］塊」のようなものが考えられている可能性も
ある。SAKAMOTO-GOTOが扱う箇所は殆ど全て「精錬」に関わる。その場合には，
PW s. v. 2) “Kugel, Halbkugel, Scheibe überh.; (am Körper) rund hervorstehende
Theile”（「球，半球，盤」一般。「丸く突き出た」身体「部位」），特に，“einer
Wolke Megh. 48” (雲の, Meghadūta 48) 参照。



ŚvetUp と Agnicayana との関連は，OBERLIESWZKS 32, 1988, 35-62 によっ
て指摘されている。この大規模祭式では，黄金製の人形（hiran

̇
yáya-

púrus
̇
a-）が用いられ，5 層の煉瓦からなる火壇の最下層の中央部に置かれ

る。人形は祭主（yajamāna）と等置され，天界における死後の祭主自身を
象徴する（T. GOTŌ Centenaire Renou, 1996, 79f.）。従って，ここに語られる
bimba-「像，似姿」は，具体的には Agnicayana に用いられる黄金の
púrus

̇
a- を指すものと考えられる。

3．II 14c 冒頭の tadvātmatattvam の解釈は I 13d tadvobhayam の解釈と
関わる：

vahner yathā yonigatasya mūrtir | na dr
̊
́ yate naiva ca liṅganā ah

̇
|

sa bhūya evendhanayonigr
̊
hyas | tadvobhayam

̇
vai pran

̇
avena dehe. ||

火の［場合］，母胎（火鑽台の窪み，devayoni-）にあるときの姿は，
見られず，しかも［その］微細身が消滅することも無く，
それは，何度でも点火用の母胎から得られるように，
そのように，両者50 は，pran

̇
ava (oṁ) によって，肉体の中に［得ら

れる］のだ。

II 14c tadvātmatattvam においては，tad v ātmatattvam「そのように，
また」とも解釈できるが,51 I 13d には妥当しない。可能性としては，tad
vai から所謂 double sandhi を経た結果，あるいは tad(-)vā̆ という語また
は語結合が考えられる。しかし，yáthā 文を受ける副詞 tád は知られてい
ない｡52 従って，tadvā という語または結合自体が「そのように」という
語義を担うものと考えられる。さらに，vā は iva「ように，あたかも」に
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50 OBERLIESは “Gott und Seele”, RAUは “Gott und prakr
̇
ti” と解す。OBERLIESWZKS

39, 1995, 92 n. 145 参照。
51 HAUSCHILD, R. M. SMITH JOIB 24, 1974-1975, 325 はそのように解す。さらに，注

56 参照。
52 DELBRÜCK Ai. Synt. 595, MINARD Subordination, 1936, 91 参照。



由来する可能性がある。この語は，RV において既に 1 音節で現れること
が多い，GRASSMANN s. v., AiG I 316f., 333 参照。つまり，iva または i

̂
u
̂
a53 の

ような実現が期待され，これから Pāli, Buddh. Hybr. Skt. の va, ないし，1
音節語によく見かけられる長音化によって vā が導かれる（vā「あるいは」

へ の 連 想 も 考 え ら れ る）。PW s. v. vā, 3) “＝iva”，用 例 は Pāraskara-
Gr
̊
hyasūtra, Ep., Cl.; EDGERTON BHS Dic. s. v. vā (iva または eva の意味で。“not

in Pāli, but in AMg.”) 参照。ただし，tad iva という結合そのものは見出され
ないようである。tad vā「あるいはそのように」が口語において，「いわ
ばそのように」のような意味に展開した可能性もある｡54 tadvat「そのよ
うに」（Ep., Cl., Pur.)55 から MIA の語末に見られる展開（例えば，samyák

「正しく」＞Pāli sammā）を経て tadvā に至った可能性も考えられよう｡56
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53 HOFFMANN (授業において）は，*i
̂
u
̂
a (yv については，Pāli yvāyam

̇
, yvāham

̇
＜

yo ayam, yo aham など，GEIGER §71c, Buddh. Hybr. Skt. yvāgu- ＜ yavāgu- Bhiks
̇
un
̇
ī-

Vinaya 参照）から *u
̂
i
̂
a (metathesis; Pāli evam

̇
byā kho aham

̇
に見られる byā; GEIGER

§66.1. 参照），さらに，svarabhakti によって Pāli viya が生じたとする。PISCHEL
Grammar §143 末，§336f. 挙 諸形 参照。III 9c (↗ 5.1.2.), VI 10a (↗ 5.6.)
の場合をも参照のこと。

54 yáthā vā, yá- vā ｢（あるいは）同様に」等については，SCHRAPEL iva, 1970, 25ff.
参照。

55 BÖHTLINGK 1901, 10 は II 14c のテキストを，注釈に倣って tadvat sa tattvam と
修正を試みる。

56 ただし，MIA 自体にはこれに該当する語は見出されない。もし，RAU ad V 4b
が提案する修正 “yadvānad

̇
vān vgl. 1, 13d und 2, 14c” が正しいとするならば（訳

“wie der Zugochse [d. h. der Sonnengott]” p. 38; cf. OBERLIES ad loc. [WZKS 42 99f.]
yad +vā an̊），ここでも，yadvā「あたかも…ように」が想定されるかも知れない。
しかし，テキストはあくまで yad u「また，もし」であり，韻律上も内容的にもよ
り相応しい：sarvā di a ūrdhvam adha ca tiryak | prakā ayan bhrājate yad v anad

̇
vān

| evam
̇

sa devo bhagavān varen
̇
yo | yonisvabhāvān adhitis

̇
t
̇
haty ekah

̇
「全方位，上にも

下にも横にも照らしながら，また，彼が牽き牛として輝くとき，このように，彼は，
好ましい（選ばれるべき）神，尊き者である。［彼は］唯一者として，［諸々の］母
胎の本性（または：母胎たちと本性たち）を監視する」。̊ty ekah

̇
については，下記

5.1.1. 参照。衽衲［pw が古典期の Skt. に登録する tad-anu「それに続いて」も語
法の展開に関連するかも知れない。さらに，utá īm anannamur MS-TS-ABm ～



4．II 17c ya os
̇
adhīs

̇
u yo vanaspatis

̇
u の cadence は vanaspatīs

̇
u と読まれる

べきである｡57 従って，-i- 語幹に Buddh. Hybr. Skt. に見られるような韻律
上のヴァリアント -īs

̇
u (EDGERTON BHS Gramm. 83: §10.208) が想定される。

Pāli では -īsu が普通で（GEIGER §82.4），-isu は，むしろ，韻律上のヴァリ
アントである（§83.8.); Pkt. では -ī̆su 両形併存（PISCHEL §377, §381); さらに，
AiG III 163 参照。os

̇
adhīs

̇
u に惹かれることも，常に起こりえたであろう。

4.1. II 11b sphat
̇
ika a īnām には問題がある：

nīhāradhūmārkānilānalānām
̇

| khadyotavidyutsphat
̇
ika a īnām |

etāni rūpān
̇
i purah

̇
sarān

̇
i | brahman

̇
y abhivyaktikarān

̇
i yoge. ||

霧，煙，光線，風，火の，
蛍，稲妻，水晶，月の，
これらの姿は，brahman

̇
においては先駆けたちであり，

yoga においては開明を為すものたちである。

大多数の edition は sphat
̇
ika a īnām を採る。Ed. PAṄŚÎKAR (Nirn

̇
a-Sāgar

31925, 41932) は sphat
̇
ikā anīnām; 同 ?1983, Ed. Bibl. Ind. および Ānandāśra-

ma Skt. Ser. の 1 写本（OBERLIESによれば Raṅgarāmānuja 注付 Venkateswara

Or. Ser. 54, 1955 も) sphat
̇
ika a inām。OBERLIES は，m. Pāli phalika- (OIA

sphat
̇
ika-) と並んで現れる Pāli f. phalikā- を引き合いに，sphat

̇
ikā a īnām

と改め，正規の cadence を確保している。複合語前肢の語末に見られる
母音の延長（SAKAMOTO-GOTO Thèse 1982, 24: §1.4.a に Pāli Jātaka に現れる māt-

rāchandas からの用例多数が挙げられている）も考えられる。-in- 語幹の gen.
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utèva nam
̇
namur ŚB III 9, 3, 31m ～ KBm のような交代現象も考慮されるべきであろ

う。］
57 break の形は（∪

|)‒ ∪ または yŏ (EDGERTON BHS Gramm. §3.74, §8.19) と読めば，
（∪

|) ∪ ∪。衽衲 ŚvetUp 第 II 章は caesura ( |）について自由度が高い。36 Pāda 中，
9 Pāda が caesura をもたないか，外れた位置にもつ（25％）。第 V 章は 4 : 44 (9％);
I, III, IV, VI では 1-3.6％ の間である。



pl. ̊īnām は EDGERTON BHS Gramm. 82: §10.201 (RENOU Gramm. scr. 333: §238

には Ep., Pur., Inschr. の例が挙がる），または MIA の活用形に従って理解され
る。瞑想，神経集中の際に現れる現象58 としては， a in-「月」の代わり
に，「稲 光」の 意 味 で a ani-「雷 電，落 雷」も 考 え ら れ る で あ ろ う

（+sphat
̇
ikā anīnām, cf. Ed. PAṄŚÎKAR）。例えば，BĀU-M II 3, 10 (-K II 3, 6) には

sakr
̊
dvidyuttam「一度の雷光」が purus

̇
a-ātman の姿（púrus

̇
asya rūpám）

として描かれる。この場合，̊īnām は OIA としては正規形である。

5．音韻上の形態確定が，特に ŚvetUp のようなテキストでは，韻律の分
析と密接に関わることはよく知られている。これに関する幾つかの観察結
果を注記する。

5.1.1. adhitis
̇
t
̇
haty ekah

̇
I 3d, IV 11a＝V 2a, V 4d (↗ 注 56), V 5c，および，

tis
̇
t
̇
haty ekah

̇
III 9c (＝MNārUp，下記）において，cadence に現れる ty は 1

子音の価値を示す。即ち，ti ＞ ty の sandhi を経ず，̊ti e̊ から，母音脱落
（elision)59 によって ̊at’ ekah

̇
(OBERLIESはこの形を直接テキストに採用）となっ

たものと考えられる。‒ ‒ ‒ ‒ ＞ ‒ ∪ ‒ ‒ については，↗ 2.2.3.末, 2.2.4.。

5.1.2. I 2b purus
̇
a iti cintyah

̇
は，韻律上，∪ ∪ ‒ ∪ ‒ ‒ | の位置にある。

ŚvetUp に，MIA，就中 Buddh. Hybr. Skt. (EDGERTON BHS Gramm. §4.14) に
見られる現象が多く観察されることから，実際の発音は purus

̇
o ’ti であっ

たと思われる。同様に，III 9c (＝MNārUp VARENNE No. 226, TĀ X 10, 3) vr
̊
ks
̇
a

iva stabdho divi tis
̇
t
̇
haty ekah

̇
においては，elision または 1 音節の iva (↗ 3.,

注 53) による vr
̊
ks
̇
o ’va の読みが想定される。tantunābho ’va VI 10a につい

ては，↗ 5.6.。もっとも，nom. sg. m. の語末音の正確な音価は確かめ得
ない。OBERLIESが AiG III 82 (I 316f. をも参照), EDGERTON BHS Gramm. §4. 34
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58 Yogasūtra I 36 jyotis
̇
matī (pravr

̊
ttih

̇
, manasah

̇
）「思考器官の，光を伴った顕

現」参照。［D. SCHLINGLOFF Ein buddhistisches Yogalehrbuch, Berlin 1964-1966, 42f.
をも参照。］

59 y’ eko III 1a, y’ etad III 1d 等の可能性については，5.1.3.参照。



(：語末の ̊a）,60 に言及して，テキストに直接採用する purus
̇
eti 乃至 vr

̊
ks
̇
e-

va の可能性も排除できない。同様の，屡々 “double sandhi” という標題で
処理される現象は，個々のテキスト箇所において実際そのように実現され
ていたものか否か，おそらく確かめ得ないであろう｡61 また，ai /ai

̂
/ と aï

/a-i/ とが交代可能であった環境下で，̊a-i ̊ が，1 母音として発音されてい
た可能性もある｡62

5.1.3. III 1a には，ya eko (yah
̇
＋eko) が überzählig の tris

̇
t
̇
ubh 詩行におい

て，‒ ‒ の価値で現れる（↗ 2.2.3.と注 17）。OBERLIESは y’ eko を採用し，
Buddh. Hybr. Skt. (EDGERTON BHS Gramm. §4.29) を指示する｡63 III 1d ya etad
vidur amr

̊
tās te bhavanti「［彼を］このように知っている者たちは不死と

なる」＝III 10c.13d, IV 17d (ただし，これらの箇所では「このことを知っている

者たちは」。2.3. に引いた V 6cd も参照）は Kat
̇
hUp IV 2d＝9d からの借用で

ある。ここでは，ALSDORF, 1950, 624＝Kl. Schr. 4 (：yaitad) が想定するよう
に，ya etad を 2 音節に読むことができる（II 14d に見られるタイプ，↗ 5.2.

2.). OBERLIESが ŚvetUp に多いとする überzählig (1 音節過多，字余り）の行
中において，いくらか異例の opening ∪ ‒ ‒ ∪ ‒ | が想定される（↗ I 9a: 5.

3.）。III 2b ya imām (2.2.3.と注 19) をも参照。いずれにしても，5.1.2. に
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60 さらに，ALSDORF, 1950, 625＝Kl. Schr. 5, SÖHNEN MSS 44, 1985, 228 および nn.
31f. 参照。

61 e になるとても，それに至る道程には複数の可能性が考えられる。
62 AiG I 318f.: §269γ（例中，ait AB は除外される，TICHY Fs. Strunk, 1995, 335 n.

41, GOTŌ Fs. Narten, 2000, 91 参照), WACKERNAGEL Kl. Schr., 1955, 315 n. 1, HOFFMANN
Aufs. II, 1976, 553; さらに，sairāvatī- (AB VI 21, 10 にある同語を参照) に代わる sa
irāvatī AB VII 13, 6v＝ŚāṅkhŚrSū XV 17, ais

̇
yat の意味で ayis

̇
yat JB II 392: 6。

［Kat
̇
hUp V 6a hanta ta idam

̇
pravaks

̇
yāmi における ta idam

̇
は ̊a-i ̊ が，1 母音とし

て発音された可能性を支持するように思われる。同 Up. には，さらに，IV 11d ya
iha nāneva pa yati が見られる。］

63 ただし，EDGERTONには，関係代名詞の例は挙げられていない。IV 1a ya eko
’varn

̇
o bahudhā aktiyogād の場合には，ya eko が 2 音節か（Vātormī タイプ，↗ 注

68），3 音節（überzählig）か決定できない。



見たような，yai
̂
̊, yae

̂
̊, y’ e̊ のような読みが想定される。行頭（詩行の前）

に “Auftakt” として，1 音節語が付加されている可能性もある。sa Mun
̇
-

d
̇
Up I 1, 2d ↗ 2.5.2.），二次的な可能性のある yas (↗ 5.6.) をも参照。［類

似の事情は Kat
̇
hUp V 8 (śloka) #yā es

̇
a, VI 9 (tris

̇
t
̇
ubh, 場合によっては

überzählig) #ya etad にも想定される。］

5.2.1. I 7a udgītam etat paramam
̇

tu brahma においては，br は 1 子音
（br）として読まれ，正規の cadence ‒ ∪ ‒ ∪ が得られるであろう。V 11c
karmānugāny anukramen

̇
a dehī の場合には，anukramen

̇
a (kr が 1 子音）の

読みによって，break に ∪ ‒ ∪ が避けられた可能性がある｡64

5.2.2. I 10c tasyābhidhyānād yojanāt tattvabhāvād「その［神］を思念す
ることに基づき，yoga を行うことに基づき，現実のあり方に基づき」に
ついて，OBERLIESは tasyābhidhyānāt をテキストに採用し，“da die 3. Silbe
kurz zu messen ist” (第 3 音節は短であるべきだから）と注記している。おそ
らく，Palatal 化を経た *abhijhāna- のような語形を考えてのことであろう。
しかし，break に | ‒ ∪ ‒ をもつ überzählig の tris

̇
t
̇
ubh 行では，屡々，長 5

音節が先行する（古典期の Vaiśvadevī タイプ）｡65 tasyābhidhyānād は直後の
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64 anukramena (break ∪ ∪ ∪) によって，VI 17a に見られるような韻律型が得られ
る。Kat

̇
hUp における同様の現象を SÖHNEN MSS 44 225 が集めている；おそらく gr

Kat
̇
hUp VI 15b も。もし，karmānugāniy と母音 i をもって読むならば，V 5a のよ

うな überzählig タイプ（caesura の直前は長，VI 2d をも参照）が得られる。
65 I 5abd, VI 13a(＝Kat

̇
hUp V 13a），さらに，第 2 音節に短を伴って I 4c。

Vaiśvadevī (Piṅgala VI 41) については，OLDENBERG Gesch. d. Tris
̇
t
̇
., NG 1915, 511＝

Kl. Schr. 1237, H. SMITH Sadd. IV, 1949, 1153: §8.3.1, 14 (：Vessadevī), 同 deux
prosodies, 1949-1950, 18: §3.1, 14 参照。衽衲 正規形 ‒ ‒ ‒ ‒ | ‒ ∪ ‒ は古典期の Śālinī
に当たる（Piṅgala VI 20, OLDENBERG同 508, H. SMITH同 §8.3.1, 11 乃至 §3.1, 11: Sālinī):
I 6ab, 8d, 10d, 11ab, 12ac, II 15d, IV 9b, 16d, V 1d (↗ 2.1.), 13d, VI 11abcd, 13d。衽衲
ŚvetUp には，4 音節から 6 音節に亘って連続する長が目立つ。その背景に，子音
グループが 1 子音に変化する MIA の音韻推移が潜んでいる可能性があるが，その
ような言語層が実際にテキストとして存在したことを意味するわけではない。衽衲
OBERLIESが I 10c，I 11c に提案する，古典期には存在しないタイプ ‒ ‒ ∪ ‒ ‒̆ | ‒ ∪ ‒



I 11c にも現れる：tasyābhidhyānāt tr
̊
tīyam

̇
dehabhede「その［神］を思念

することに基づき，第 3 に，肉体の壊れた後に」｡66 tr
̊
tīyam

̇
は，いずれに

しても，OBERLIESに従って，tr
̊
tiyam

̇
と読まれる｡67 5 つの長に続く break

∪ ∪ ‒ (tr
̊
tiyam) は，ŚvetUp では他に殆ど確認できないが，III 9b yasmān

nān
̇
īyo na jiyāyo ’sti ka cit「それより，誰も微細ではなく，誰も格上では

ないところの」（おそらく述語副詞 predicate adverb による)68 がそれに
当たる。OBERLIESは I 11c にも，H. SMITH Stud. Or. XLI: 5, 1951, 15 n. 2 に従
い，tasyābhidhyānāt をテキストに据える。それによって，‒ ‒ ∪ ‒ ‒ |

∪ ∪

‒ ‒ ∪ ‒ ‒ という行が得られ，このタイプは II 14d, III 2a, IV 1b, 4a にも見
られる｡69 abhidhyāna- の読みは，要するに，決定できない。

5.3. I 9a を諸版は jñājñau dvāv ajāv ī anī au としている（2.2.4.参照）。
おそらく，/jñaajñau duvāv (あるいは duvau | ) ajāv ī anī au/ と読み，∪ ‒
‒ ∪ ‒ |

∪ ‒ ‒ ∪ ‒ ‒ の韻律を示す。「理解する者と理解しない者は，両者と
も，支配する者と支配しない者として」（↗ 5.4.6.）。OBERLIESは jñājñau
duvau ajaāv ī anī au とし，“so ist metri casa zu lesen, da die zweite Silbe
nach der Zäsur kurz sein muß” (caesura 直後の第 2 音節は短）と注記する（n.

111）。しかし，ajaau
̂
のような双数形は動機付けられない。第 4 音節の後
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‒ ∪ ‒ ‒ は，ŚvetUp V 2d に見られる（↗ 2.4.2.）。
66 deha-bheda- については，Aitareya-Upanis

̇
ad II 6 asmāc charīrabhedād ūrdh-

vam utkramya, PraśUp VI 5 bhidyete … nāmarūpe, Pāli kāyassa bhedā「身体の破れ
により」，khandānam

̇
bhedo; さらに，室寺義仁，密教文化 190, 1995, 112-101, 印度

学仏教学研究 43-2, 1995, 914-910 参照。
67 OBERLIES ad loc. (WZKS 39, 1995, 90 n. 131, Lit. あり）。さらに，EDGERTON BHS

Dic. s. v. tr
̊
tiya, H. SMITH引用箇所。

68 正規形 ‒ ‒ ‒ ‒ |
∪ ∪ ‒ ‒ ∪ ‒ ‒ (古典韻律の Vātormī̆, Piṅgala VI 21; OLDENBERG

[↗ 注 65] 508, H. SMITH [↗ 注 65] §8.3.1, 9 ないし §3.1, 9: Vātummī̆) 参照：I 8b, III
4a＝IV 12a, IV 9c, 22a (RV のヴァリアント，Jagatī), V 1b, VI 6d (第 4 音節が短),
12b, 15a。

69 古典韻律に現れないこのタイプについては，H. SMITH [↗ 注 65] 1152: §8.3.1,
02-3 乃至 18: §3.1, 02-3 参照。



の ‒ |
∪ ‒ という形は，caesura の移動 | ‒ ∪ ‒ ＞ ‒ |

∪ ‒ によってもたらさ
れた可能性がある｡70 VI 2b＝16b jñah

̇
kālakāro gun

̇
ī sarvavidyah

̇
,71 IV 4c

anādimat tvam
̇

vibhutvena vartase (Jagatī 行）参照｡72 もっとも，ŚvetUp
が編まれた時点で，双数形が実際どのようなものであったかについて，
我々は知識を有しない。

5.4. hy と tv は幾つかの場所で，語末母音と語頭母音の sandhi を回避す
るために用いられている｡73 意味を担う場合と，単に音韻上の理由から

（二次的に）挿入されている場合とがある。

5.4.1. 意味を伴う真性の tu は I 2c の母音間に現れる：sam
̇
yoga es

̇
ām
̇

na
tuv ātmabhāvād「これらのものたちの結合は，しかし，ātman が存在す
ることから，［考慮すべき cintya-］ではない」。文中の sam

̇
yoga es

̇
ām は，

先行する様々な，当時までに権威あるとされてきた諸原理（kāla - … bhūtā-

ni … purus
̇
a-）との対比のため文頭に置かれ，そのため，tu が caesura の後

で，通常の 2 番目の位置を占める。na tu で始まる文は多い。V 1d (↗ 5.4.

3.) も同様である。意図されているのは，おそらく，仏教の（五）蘊理論
の否定である。

5.4.2. IV 5c ajo hy eko jus
̇
amāno ’nu ete (＝MNārUp, VARENNE Nr. 210) ｢唯一
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70 break ‒ ∪ ‒ を示す詩節は ŚvetUp に大変多い。Śālinī, Vaiśvadevī 両タイプ（↗

注 65）がこれに属す。注 77 をも参照。
71 ｢認識力をもち，時を作り，諸要素を備え，全知芸をもつ者」。aguṅ

ī による
überzählig 行の可能性も考えられる。OBERLIES ad VI 2 (WZKS 42, 1998, 110 n. 203,
208) 参照。

72 ｢君は始まりをもたず，遍く現れる者として展現している」。Kat
̇
hUp II 9b

proktānyenaiva sujñānāya pres
̇
t
̇
ha は sujñānāya pres

̇
t
̇
ha の読みによって（SÖHNEN

MSS 44, 1985, 225), ‒ ‒ ‒ ‒ ∪
|
∪ ‒ ‒ ∪ ‒ ∪という，Vātormī タイプ（↗ 注 68）から

caesura 移動 ∪ ∪ ‒ ＞ ‒̆ |
∪ ‒ によって導かれる型を示す。ALSDORF 1950, 624＝Kl.

Schr. 4: “sujñānāya prayis
̇
t
̇
ha ＝ ‒ ‒ ‒ ‒ ∪ ‒ ∪ ” は無理である。

73 NAKATANI, 1994, 303-308, 特に Udānavarga から：307 参照。



の不生の者／雄山羊は，まさしく，喜びを享受しながら，横たわって控え
ている｣ においては，hy の位置は正常であり，文を強調して，続く
Pāda d jahāty enām

̇
bhuktabhogyām ajo ’nyah

̇
「別の不生の者／雄山羊は，

享受すべきものを享受し終えた当の者たちを後にする」との対比を強調す
る役割を負うものと理解できる。

5.4.3. V 1

dve aks
̇
are brahmapare tv anante | vidyāvidye nihite yatra gūd

̇
he. |

ks
̇
aram

̇
tv avidyā hy amr

̊
tam

̇
tu vidyā. | vidyāvidye ī ate yas tu so ’nyah

̇
.

||
その中に知（vidyā-）と知ならざるもの（avidyā-）とが隠されて保存さ
れているところの
2 つの音節（ātmā，あるいは，2 つの不滅のものたち）は無限であるが，

〈それでも〉，brahman
̇
を［両者を］超えるものとして有する。

知ならざるもの（avidyā-）は，〈しかし〉，〈実に〉滅するものであり，
知（vidyā-）は，しかし，不死である。
知と知ならざるものとを支配している者，それは，しかし，別の者で
ある」。

c 行の caesura 直後の hy は正当化されない。sandhi の影響下にある 2
箇所の tv の正当性も疑わしい。tu は 2 箇所ともに意味があり，語順も正
当である。

5.4.4. VI 17a sa tanmayo hy amr
̊
ta ī asam

̇
stho「彼はそれ自身から成り74，

不死で，支配者たちの窮極に位置する」においては（cd↗ 2.2.3.），hy
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74 RAU “eines Wesens mit ihm”; OBERLIES “Derjenige, [der] eines Wesens mit
[Rudra und damit] unsterblich [geworden ist], im Herrscher weilend”.↗ 2.3. お
よび注 23。



の位置は真性のものとは思われない。語を強調する機能を仮定して，「ま
さしくそれからなる」，「それからなるのだから」という解釈は苦しい。

5.4.5. Up. を締めくくる最後の VI 23cd tasyaite kathitā hy arthāh
̇

| prakā-
ante mahātmanah

̇
「そういう偉大な自己をもつ者に属するものとして，

ここに語られた事柄は明らかになる」における hy は二次的に挿入された
ものと思われる｡75

5.4.6.真性の hy と思われるものが母音間に現れる：I 9

jñājñau dvāv ajāv ī anī au76. | ajā hy77 ekā bhoktr
̊
bhogyārthayuktā. |

ananta cātmā. vi varūpo hy akartā. | trayam
̇

yadā vindate brahmam
etat. ||
理解する者と理解しない者は，両者とも，支配する者と支配しない者
として不生の者である。
唯一の不生の［prakr

̊
ti, OBERLIESによる］が享受者と享受の対象とに

結びつけられている［に過ぎない］から。
そして，ātman は無限である。行為者ではないのに，全ての形姿を
とるのだから。
3 つ一組のものをひとが見出す時には即ち，これが brahman

̇
である。
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75 一種の帰依文 VI 18 (↗ 2.4.) に続く，19, 20, 22a-c, そして，最終の 23 は śloka
(pathyā）である。VI 21 は tris

̇
t
̇
ubh (ただし，a 行末には，余分な ca が付加されて

いる），22d は jagatī 行。「… に属するものとして」と訳した gen. は，MIA におけ
るように，dat. の機能を担うものとも解される。

76 /jñaajñau duvāv…/↗ 5.3. 参照。
77 OBERLIESは tris

̇
t
̇
ubh の第 3 音節は短という前提のもとに（“da die dritte Silbe

der Tris
̇
t
̇
ubh kurz messen sollte”），hiy と読む。この場合，III 7b, IV 1c に見られる

タイプが得られる。しかし，break が | ‒ ∪ ‒ という形をもつ場合には，この要請
は当たらない。同じ型 ∪ ‒ ‒ ‒ | ‒ ∪ ‒ ‒ ∪ ‒ ‒ は I 4b, IV 5d, VI 12c, IV 11d＝Kat

̇
hUp

I 17d に現れる。さらに，Śālinī および Vaiśvadevī タイプ（注 65）について，注 70
参照。



ajau (aja- と ajā-）には「雄山羊」と「雌山羊」の意味が懸けられている
ように思われる。bhuktabhogya- に言及する IV 5 参照（↗ 5.4.2.）。ī anī-
au については 2.2.4.，brahmam については 5.5.，Pāda a の韻律につい
ては 5.3. 参照。

5.5. I 9d, I 12d の cadence brahmam etat に見られる brahmam (nom. sg. n.)

について TSUCHIDA, 1985, 46778 は，brahmam の形が，他に MNārUp にお
いて e̊ の前に現れるのみであり（madhum nom. も），子音の前では正規形
brahma, madhu が用いられることを確認した上で，“the final -m of brah-
man should be regarded as a kind of hiatus-bridger rather than a case-
ending of the vowel declension” と判断する。しかし，この m の背景には，
現実の言語現象があった可能性がある：MIA において，-an- 語幹の -m 語
形は先ず acc. に，その後，部分的に nom. にも広がった，cf. V. HINÜBER
Überblick, 1986, 153: §348 と Lit.。I 6a の Pāda 末には loc. sg. br

̊
hante が見

られる（cf. HAUSCHILD 61. MIA における -ant- 語幹の thematic 化については，V.

HINÜBER同 156: §359 と Lit.）。このような言語状況を背景に想定すれば，一種
の韻律上のヴァリアントということになる｡79

III 17c sarvasya prabhum ī ānam において，prabhum は TSUCHIDA 同論文
465-464 が理解するように，nom. sg. n. と解し，16a tat, 17d aran

̇
am と結

ぶべきであろう｡80 この -m が単なる Sandhi-Füllsel81 でないことは，
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78 同論文 466 は I 12c bhoktābhogyam を ̊-tar- 語幹の nom. sg. 形を前肢にもつ複
合語と説明している。5.4.6. に引いた I 9b bhoktr

̊
bhogyā̊ 参照。

79 barahmā の場合について，注 26 参照。
80 III 16f. sarvatah

̇
pān

̇
ipadam

̇
tat | sarvato ’ks

̇
i iromukham … sarvam āvr

̊
tya tis

̇
hati.

|| … sarvasya prabhum ī ānam
̇

| sarvasya ran
̇
am
̇

br
̊
hat. || ｢彼（14-15＝RV X 90, 1-2

Purus
̇
asūkta に述べられる purus

̇
a-。tat は述語名詞として予定される aran

̇
am に合

わせた結果）は，あらゆるところに手足をもち，あらゆるところに眼，頭，顔をも
ち［避難所として］一切を覆って存している。… 一切を，卓越して支配している，
一切の高い避難所である」（16＝Bhagavad-Gītā XIII 13; 17ab＝同 14 ab）。



TSUCHIDAが指摘するように，vibhum
̇

sarvagatam (nom.) Mun
̇
d
̇
Up I 1, 6 に

よって示される，SALOMONWZKS 25, 1981, 94 (EDGERTON BHS Gramm. §12. 29，

および，RENOU Gramm. scr. §247d, 4 を指示）参照。madhum MNārUp が同様
に解されることは既述。MIA -u- 語幹名詞における -m 形（就中 acc.，部分

的に nom. においても）をも参照（V. HINÜBER同書 147: §325 に Lit. あり）。

5.6. VI 10 を OBERLIESは HAUSCHILD同様，yas tantunābha iva tantubhih
̇

pradhānajaih
̇

| svabhāvatah
̇
deva ekah

̇
svam āvr

̊
n
̇
ot | sa no dadhāt brahmāpy-

ayam と分節する。Pāda a は所謂 double sandhi を伴う tantunābheva と読
むことによって，典型的な 1 音節過剰な（überzählig) Jagatī 詩行が得られ
るとする。おそらく，yas tantunābha (あるいは ̊bho) | iva tantubhih

̇
pradhā-

najaih
̇
を考えているのであろう。caesura の無い “typisch überzählig” は

考えられないからである。しかし，いずれにしても iva が caesura の直後
に出ることは想定しがたい。次のように分節すれば，ヴェーダに見られる
anus

̇
t
̇
ubh が得られる：82

[yas] tantunābho ’va83 tantubhih
̇

| pradhānajaih
̇

svabhāvatah
̇

|
deva ekah

̇
svam āvr

̊
n
̇
ot. | sa no (’)dadhāt brahmāpyayam. ||

ただし，Pāda a は 1 音節過剰である。yas を除外すれば，次のように訳
すことができる：

蜘蛛84 が［経］糸たちによって，のように，
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81 WINDISCH Sandhiconsonanten, 1893, 228-246＝Kl. Schr., 2001, 488-506.
82 RAUも同様に解するが，y’ ūrn

̇
anābheva と修正する。しかし，tantunābha- と

いう語が実際に用いられていたことについては，↗ 注 84。
83↗ 5.1.2.と注 53。
84 tantunābha-（「臍に［経］糸をもつ者」）の語は（PW および) pw によれば，

当該箇所にのみ見られる。しかし，さらに，Śaṅkara ad Brahma-Sūtra II 1, 25
tantunābha ca svata eva tantūn sr

̊
jati「そして，蜘蛛は，自分から（経）糸たちを



原材料から生じる［ akti- たちか。8c，ただし sg.，参照］を用いて，
彼自身のあり方に基づいて，
唯一の神は彼に属するもの（世界）を覆う。
かくして彼は，我々の brahman

̇
への帰入を定める／定めた｡85

yas が d の sa no …に対応するものとして，二次的に加えられた可能性が
疑われる，5.1.3.末をも参照（場合によっては，yas は “Auftakt” とも）。（’)da-
dhāt86 と āvr

̊
n
̇
ot は RV の inj. に倣った archaism とも考えられる（↗ 注

13）。
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出す」。「蜘蛛」（urn
̇
ā-vábhi-, ūrn

̇
ā̆-vabhi-, ūrn

̇
a-nabhi-, tantu-vāpa- など）については，

DEBRUNNER Fs. Sommer, 1955, 20-25 参照（OBERLIES WZKS 42, 1998, 116 n. 249）。
85 あるいは：我々に，brahman

̇
を帰入先として定める。

86 異読：dadhātu, dadyāt。dadhāt は subj. とは解しがたい（OBERLIES “soll uns …
verleihen”, HAUSCHILD “der verleihe uns …”）。subj. 3. sg. は RV から ŚB に至るまで
dádhat として在証される。ただし，解釈によっては，Pān

̇
ini VII 3, 70 が subj. 3. sg.

dadhāt を考えている可能性もある。



略 語 表
AĀ Aitareya-Āran

̇
yaka 衽衲 AB Aitareya-Brāhman

̇
a 衽衲 acc. accusative

衽衲 AiG ↗ WACKERNAGEL, DEBRUNNER 衽衲 AV Atharvaveda (Śaunaka)

衽衲 AVP Atharvaveda (Paippalāda) 衽衲 BĀU Br
̊
hadāran

̇
yaka-Upanis

̇
ad

(-M: Mādhyandina, -K: Kān
̇
va) 衽衲 BHS, Buddh. Hybr. Skt. “Budhist Hybrid

Sanskarit” 衽衲 Br. Brāhman
̇
a(s) 衽衲 caus. causative 衽衲 ChU

Chāndogya-Upanis
̇
ad衽衲 Cl. Classical Sanskrit衽衲 cr. ed. critical edition

衽衲 Ep. Epic Sanskrit (Mahābhārata, Rāmāyan
̇
a) 衽衲 gen. genitive 衽衲

GopB Gopatha-Brāhman
̇
a衽衲 Gr

̊
Sū. Gr

̊
hya-Sūtra(s) 衽衲 iptv. imperative

衽衲 ind. indicative 衽衲 inj. injunctive 衽衲 JB Jaiminīya-Brāhman
̇
a 衽衲

JUB Jaimainīya-Upanis
̇
ad-Brāhman

̇
a 衽衲 Kat

̇
hUp Kat

̇
ha-Upanis

̇
ad 衽衲

KB Kaus
̇
ītaki-Brāhman

̇
a 衽衲 Kh R

̊
gveda-Khila 衽衲 Lit. (with) literature

「研究論文，文献の指示，列挙（あり）｣ 衽衲 ManSmr
̊
Manu-Smr

̊
ti 衽衲

MBhār Mahābhārata衽衲MIA Middle Indo-Aryan 中期インドアーリヤ語
衽衲 MNārUp Mahānārāyan

̇
a-Upanis

̇
ad 衽衲 Mun

̇
d
̇
Up Mun

̇
d
̇
aka-Upanis

̇
ad

衽衲 Mv Mahāvastu衽衲 nom. nominative衽衲 OIA Old Indo-Aryan 古イ
ンドアーリヤ語（Veda 語，Sanskrit 語) 衽衲 opt. optative (願望法) 衽衲 Pkt.
Prākrit(＝MIA) 衽衲 PraśUp Praśna-Upanis

̇
ad 衽衲 pres. present (現在語

幹) 衽衲 Pur. Purān
̇
a(s) 衽衲 PW “großes Petersburger Wörterbuch”, ↗

BÖHTLINGK-ROTH衽衲 pw “kleines Petersburger Wörterbuch”,↗ BÖHTLINGK
衽衲 RV R

̊
gveda (-“Saṁhitā”) 衽衲 Skt. Sanskrit 衽衲 subj. subjunctive

(Konjunktiv, 接続法) 衽衲 s. v. sub verbō「（以下の）語（項目）下｣ 衽衲
ŚvetUp Śvetāśvatara-Upanis

̇
ad 衽衲 TB Taittirīya-Brāhman

̇
a 衽衲 TS

Taittirīya-Saṁhitā 衽衲 Up. Upanis
̇
ad(s) 衽衲 v.adj. verbal adjective

(Verbaladjektiv, 過去分詞) 衽衲 YSm Yajurveda-Saṁhitā (mantra) 衽衲 YSp

Yajurveda-Saṁhitā (prosa: “brāhman
̇
a”).

例えば，barāhman
̇
o は，テキストには brāhman

̇
o と伝えられ編集され

ているが，実際の発音は（韻律上) barāhman
̇
o であったと，anukramen

̇
a

は，anukramen
̇
a と伝承編集されているが，anukamen

̇
a であったと想定

することを示す。
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索 引
引用言及箇所 Śvetāśvatara-Upanis

̇
ad I 1 (1.), 2b (5.1.2.), 2c (5.4.1.), 6a

(5.5.), 6d (2.2.4., n. 29), 7a (5.2.1.), 9 (5.4.6.), 9a (2.2.4., 5.3.), 9d (5.5.), 10b
(2.1.), 10c (5.2.2.), 11c (5.2.2.), 12d (5.5.), 13 (3.) 衽衲 II 11b (4.), 14 (2.6.),
14c (3.), 17c (4.) 衽衲 III 1ab (2.1., 2.2.3.), 1d (5.1.3.), 2b (2.1., 2.2.3.), 4c
(n. 32), 8d (2.2.3.), 9b (5.2.2.), 9c (5.1.2.), 10c (5.1.3.), 13d (5.1.3.), 16-17 (n.

80) 衽衲 IV 1a (n. 63), 4c (5.3.), 5c (5.4.2.), 12c (n. 32), 17d (5.1.3.) 衽衲 V 1
(5.4.3.), 1d (2.1.), 2cd (2.4.2., 2.5.1.), 4 (n. 56), 6 (2.3.), 11c (5.2.1.) 衽衲 VI
2b (5.3.), 2c (2.2.1.), 9ab (2.2.2.), 10 (5.6.), 10a (5.1.2.), 15d (2.2.1.), 16b (5.

3.), 17a (5.4.4.), 17cd (2.2.3.), 18 (2.4.1.), 23cd (5.4.5.). 衽衲 Kat
̇
ha-

Upanis
̇
ad II 9b (n. 72), IV 2d＝9d (5.1.3.).衽衲Mun

̇
d
̇
aka-Upanis

̇
ad I 1, 1-3

(2.5.2.), I 2, 9-10 (n. 25), I 2, 12 (2.5.3.).衽衲 R
̊
gveda I 30, 9bc (n. 28), II 37,

2ab (n. 28), X 27, 16cd (n. 35), X 69, 10ab (n. 35), X 95, 7a (n. 32). 衽衲
Jaiminīya-Brāhman

̇
a III 74: 1 (n. 32).衽衲 Jaiminīya-Upanis

̇
ad-Brāhman

̇
a I

18, 8 [I 4, 4, 8] (n. 32), III 5, 6 [III 1, 5, 6] (2.6.).衽衲 Pāli Jātaka-a I 51, -1 (n.

32).

動詞語形（ほか）
as/s sma 1., sva, sma n. 4
ah prāha (Mun

̇
d
̇
Up) 2.5.2; 補完活用（suppletion, Suppletion) n.

43
adhi-i ádhīhi n. 34
ī 3. sg. ī ate, ī e, īs

̇
t
̇
e 2.1., i e n. 11, is

̇
t
̇
e n. 12; ī anī- (III 1ab,

2b), ī ana- (VI 17) 2.2.3.; ī ita- (IV 2c) 2.2.1.; ī itar- (VI 9b)

2.2.2.; ī anī au (I 9a) 2.2.4.; ī - n. 22; ī a-, an-ī a-, ī vara-
2.2.5.

gam adhi-gacchet (Mun
̇
d
̇
Up) 2.5.3.

jīv jīvāma 1.
dar /dr

̊
/pa pa yet (V 2d) 2.5.1.; pari-dr

̊
/pa n. 32

dhmā/dhami su-dhānta- (II 14b) 2.6.
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pra-pad n. 30
bravi/brū 補完活用（suppletion) n. 43, [anu-]brūhi n. 34
bhar/bhr

̊
bibharti 2.4.2., bibhr

̊
hí n. 34

bhavi/bhū bhavate 2.6.; anu-bhūtvā n. 25
man abhi-manyanti (Mun

̇
d
̇
Up) n. 25

vac/uc 補完活用（suppletion) n. 43
vadi/udi pra-vadeta (Mun

̇
d
̇
Up) 2.5.2.

vedi/vidi vedate (V 6b) 2.3.; vedáya-te 2.3., n. 25, pra-vedayati n. 25;
Buddh. Hybr. Skt. veda-ti 2.3.; vidur (pūrvam＋V 6c) 2.3.,
2.4.1.

ās ánu… ādhi/ āsta n. 34
savi/sū pra-sūta- (V 2c) 2.4.2.

その他の語形
itara- n. 3
iva, iva, i

̂
u
̂
a 3.

uttaratara- (III 10a) n. 20
kāran

̇
a- 1., n. 2

tad(-)vā (I 13d, II 14c) 3.
tantunābha- 5.6., n. 82
tu 5.4.
tr
̊
tī̆ya- (I 10c) 5.2.2.

deha-bheda- n. 66
(-)dhanta- (MIA) n. 47
prabhum (III 17c) 5.5.
bimba- 2.6.
br
̊
hante (I 6a) 5.5.

brahman
̇
- n. 26, 5.2.1.

brahmam 5.5.
Bhava- n. 15

Śvetāśvatara-Upanis
̇
ad の言語について（後藤)78

― 299 ―



bhoktābhogyam (I 12c) n. 78
man

̇
isūtra- n. 32

madhum (MNārUp) 5.5.
mr

̊
dā- 2.6.

vanaspatī̌s
̇
u (II 17c) 4.

vā 3.
yáthā vā, yá- vā n. 54
vibhum (Mun

̇
d
̇
Up I 1, 6) 5.5.

vyavasthā- 1.
vyākaran

̇
a- n. 9

aran
̇
am gam n. 30

sam
̇
-prati-s

̇
t
̇
ha- 1.

sudhānta- (II 14b) 2.6.
sphat

̇
ika a inām (II 11b) 4.

hi 5.4.

文法事項
述語的副詞 predicate adverb 5.2.2. 衽衲 Agnicayana 2.6. 衽衲 archa-
ism, (擬)古形 n. 13 (devānā̃m IV 13a, vi vā IV 4d, pa yata IV 12c), 5.6.(dadhāt,
āvr

̊
n
̇
ot V 10dc) 衽衲 (主語代名詞の)一致（agreement, Kongruenz) n. 2, 2.3., n.

80 衽衲 要請の表明 Aufforderungsformel (bibhr
̊
hí, ádhīhi, anu… ādhi/ āsta,

[anu-]brūhi) n. 34衽衲 文法的逸脱 Entgleisung: ↗ 語彙索引 as (sma), 3. sg.
ī ate, jīvāma, bhavi , man, vedate; br

̊
hante, brahmam, mr

̊
dā-, *vanaspatīs

̇
u

衽衲 名詞活用 4. 衽衲 名詞派生（ī からの) 2.2., n. 20衽衲 名詞複合語 n. 3,
2.2.4., 4.1., n. 78.

動 詞（2.）

pūrvam, agre＋ind. pres. 2.4.: pūrvam＋vidur (V 6c), ＋vidadhāti, prahin
̇
oti

(VI 18ab), pura, sma＋ind. pres./aor. 2.4.1., n. 28, n. 31; agre … bibharti (V

2cd) 2.4.2.; Pāli ekam
̇

samayam
̇ … viharati 2.4.3.; inj.↗ 文法事項 archaism;
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過去の出来事に関わる opt. 2.5., n. 40, 過去の出来事に関する推量 pa yet (V
2d) 2.5.1., pravadeta (Mun

̇
d
̇
Up) 2.5.2., adhigacchet (Mun

̇
d
̇
Up) 2.5.3.; 補完活

用（suppletion, Suppletion, Suppletivismus) n. 43.

音 韻（5.）

br, kr 5.2.1., gr n. 64, jñ, pr n. 72; *tr
̊
tiya- 5.2.2.; t y e° 5.1.1.; °o ’ti, °o ’va (sandhi °a

iti, °a iva に代わり) 5.1.2.; a＋a ＞ 2.2.2.; “double sandhi” 3., 5.1.2., 5.1.3., 5.6.
; ty, tv 5.4.; -m 5.5.; elision 5.1.1., n. 59, 5.1.2., 5.1.3.

韻 律（5.）

韻律上の要請（metrī causā) 1., n. 3, 2.1., n. 26, 4., 母音短縮 2.2.3., 2.2.4., 縮
約（contraction) 2.3., ヴァリアント 1., 4., 5.5.; resolution, Auflösung n. 19, n.
29, n. 45;衽衲 opening, Eingang 2.1., n. 45, 5.1.3., 5.3.; cadence, Kadenz 1., 2.
2.3., 2.2.4., 4., 4.1., 5.1.1., 5.1.2., 5.2.1., 5.5.; break, Mittelsilben 2.1., n. 29, n.
45, 2.2.4., n. 57, 5.2.1., 5.2.2., n. 64, n. 70, n. 77; caesura, Zäsur n. 26, n. 29, n.
45, n. 57, n. 64,, 5.3., 5.4.1., 5.4.3., 5.6., caesura の移動（Verlagerung der Z°)

5.3., n. 72; caesura の欠如（zäsurlos) n. 26, n. 57; 衽衲 1 音節過多行
（überzählig) 5.1.3., n. 63, 5.2.2., n. 64, n. 71, 5.6.; 1 音節不足行（unterzählig)
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Summary

On the language of the Śvetāśvatara-Upanis
̇
ad

Toshifumi Gotō

In 2000 (Vividharatnakaran
̇
d
̇
aka. Festgabe für Prof. Mette. Swisttal-

Odendorf, pp. 259-281), I published an article in German on the language of
the Upanis

̇
ads. The present paper discusses the same topic in Japanese

hoping it will benefit my Japanese colleagues, especially those working in
Buddhist studies. The article brings to their attention some common
features of the language development which can be observed both in the
Śvetāśvatara-Upanis

̇
ad and some Buddhist texts. I examine special verbal

forms (1., 2.), among them, the present forms used for past events (2.4.), and
optative present for the past (also found in the Mun

̇
d
̇
aka-Upanis

̇
ad) (2.5.),

the adverb tatvā (3.), irregular case-forms and meter (4.), meter and
phoneme (5.), including tv and hy (5.4.), and declensional irregularities
(5.6.). The article contains detailed indexes providing information on the
text occurrences and items dealt with, e.g., passages examined, verbal
forms, other words, grammatical categories in general, categories of the
verbs, phonemes, meters, references to Buddhist Hybrid Sanskrit and Pāli,
etc.
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